
平成29年度第1回 新潟県・新潟市調整会議の概要 

＜新潟県の拠点性に資する新潟市の都市機能向上に向けた取組＞ 

１ 新潟市の都市デザイン 

２ 新潟駅周辺 

現状 今後の方向性（案） 

[新潟駅万代広場の整備] 

◇ 新潟駅付近連続立体交差事業は、平成

30 年度の第１期開業（平成 33 年度の

全面開業）に向け、工事中。 

◇ 新潟駅万代広場は、平成 35 年度の供

用開始を目標に、整備予定。万代広場の

当初計画は市民の意見も参考にして、約

15年前に策定。 

■ 万代広場計画は、計画策定後の社会経済

状況の変化や利用者ニーズの多様化に伴

い、見直しを行う。 

・ 見直しにあたり、新潟市は有識者、経済

界、JR、新潟市、県などで構成する「万

代広場整備検討委員会」を平成 29 年９

月に設置する。 

・ 県は同委員会に参画し、広域的な観点か

ら意見を述べ、協力する。

[新潟駅から古町までの街路・歩道] 

◇ 東大通りから柾谷小路までの街路は、

新潟市管理部分と国管理部分がある。 

街路事業は既に整備済。 

◇ 東大通りのデザイン変更（歩行者導線）

は、ＢＲＴ専用走行路の整備スケジュー

ルとセットで、検討が必要。 

◇ 市内交通体系の行動計画「にいがた交

通戦略プラン」は平成20年度から概ね

10年間の計画期間。 

■ 平成 30年度末を目処に、市内交通体系

の行動計画（交通戦略プラン）の見直し

作業を進める中で、回遊性を高める歩道

空間の在り方について議論する。 

・ 新潟市は、有識者、経済界、交通事業者、

新潟市、県、国などで構成する「にいが

た交通戦略プラン検討委員会」を平成29

年８月に設置した。 

・県は同委員会に参画し、広域的な観点か

ら意見を述べ、計画策定に協力する。 

 新潟市の都市機能向上のため、新潟駅周辺から万代地区、古町地

区へのまちづくりについて、市の都市デザインを踏まえて、テーマ

毎の検討体制のもと、新潟県・新潟市が連携して取り組むことを確

認した。 

○ 新潟市はこれまでのまちづくりの考え方を踏まえ、有識者等で構成する「拠点

化に向けたまちづくり懇談会」を設置し、都市デザインの意見交換を行う。新潟

県も同懇談会に参画し、協力していく。 

○ この都市デザインの実現を指向しながら、新潟市の都市機能向上に向けた次の

取組を推進していく。



[新潟駅南口広場の利活用] 

◇ 南口広場は平成 21 年度供用開始。弁

天線は平成24年度整備完了。 

◇ バスの南北通行が可能となる駅高架下

交通広場は、平成34年度の供用開始を

目標。

■ 南口広場の利活用に関しては、県・新潟

市等で、土地利用や機能など課題の整理

や検討の進め方について協議し、平成29 

年度末を目処に、検討体制を整える。 

３ 新潟港 

現状 今後の方向性（案） 

[新潟西港（万代島にぎわい創出）] 

◇ 新潟県（港湾管理者）と新潟市（港湾

振興）の役割分担のもと、新潟市が当該

地区の整備・利活用計画を主体的に策定

できるよう、新潟県が港湾計画を変更済

（H27.3）。 

◇ 新潟西港の魅力創出と活性化を検討す

るため、経済界、民間、漁協、新潟市、

新潟県、国などで構成される「新潟西

港・水辺まちづくり協議会」を平成 28

年４月に設置し、これまで４回開催。 

■ 平成 29年度末を目処に、新潟西港の魅

力創出と活性化の取組について、引き続

き「水辺まちづくり協議会」で検討する。 

[海フェスタ、新潟開港150周年] 

◇ 平成31年１月１日に迎える開港150

周年イベントに向けて、「新潟開港150

周年記念事業実行委員会」を設立済

（H29.3）。基本計画を策定中。 

◇ 平成 30 年度に新潟市・佐渡市・聖籠

町において海フェスタを開催すること

が平成29年６月に決定。 

■ 平成 30年度の事業実施を目指し、平成

29年度末を目処に、海フェスタ及び新潟

開港150周年の取組について、各「実行

委員会」で検討する。 

・新潟市は、平成 29 年 10 月を目処に、

経済界、民間、漁協、新潟市、県、国な

どで構成される「海フェスタ実行委員会」

を設置し、基本計画を策定する。 

・県は同委員会に参画し、広域的な観点か

ら意見を述べ、当該事業の推進に協力す

る。



新潟県の拠点性向上に資する新潟市の都市機能向上に向けた取組


